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第１章 はじめに 

１．計画策定の趣旨 

 近年、教育を取り巻く環境は、少子高齢化、情報化、国際化、経済・産業構造の変化

などにより、大きく変化しています。これにより、教育課程においてもさまざまな課題

が生じ、現在の社会情勢にふさわしい教育のあり方が求められています。 

 このような中、国は平成30年に「教育基本計画」を改定し、人生100年時代の新たな

時代を生き抜く力を育む学校教育を目指すこととしました。 

 施設面においては、新たな学習指導要領や社会状況の変化等に対応するため、「学校

施設の在り方に関する調査研究協力者会議」がまとめた、「これからの小・中学校施設

の在り方について」の中で充実すべき施設機能として、①新学習指導要領への対応、②

ＩＣＴを活用できる施設、③インクルーシブル教育システムの構築に向けた取組、④教

職員の働く場としての機能向上、⑤地域との連携・協働の促進、⑥学校施設の機能向上、

⑦変化に対応できる施設整備の7項目が提案されています。 

 現在の石見中学校校舎は、昭和41年から昭和43年にかけて竣工し50年を越えて使用さ

れていますが、老朽化等による修繕箇所の増加などから、上記の教育内容の変化・充実

に向けた対応は困難な状況にあります。 

 これからの学校施設は、多様な活動・人材に対応するものとして、また社会環境等の

変化に対応できるものとして、柔軟性・可変性を持たせる必要があるため、本町では平

成31年2月に「石見中学校校舎改築検討委員会」を設置し、学校施設の在りよう等につ

いてアンケート調査やワークショップを開催し検討してまいりました。 

その結果をまとめ、学校改築の基本理念・基本的な方向性を示し、校舎整備の早期実

現に向けた指針とするものです。 
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２．石見中学校校舎改築検討にかかる実施体制 

 

２０１９年２月 
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第２章 石見中学校の現状 

１．略歴 

昭和40(1965)年９月 矢上中学校、邑智中学校、日貫中学校、日和中学校を

廃止し石見町立石見中学校が発足 

昭和41(1966)年６月 校舎１期分竣工（教室棟） 

昭和41(1966)年12月 校舎２期分竣工（管理棟） 

昭和43(1968)年３月 屋体竣工 ４月に新校舎落成式（生徒数531名） 

昭和43(1968)年12月 寄宿舎冠山寮竣工 開設（寮生205名） 

昭和52(1967)年７月 プール及び付属棟竣工 

平成３(1991)年10月 コンピュータ室、被服室を設置、図書室改造 

平成４(1992)年３月 給食センター全館分離新築移転 

平成４(1992)年９月 大規模改造により本館防水実施（屋上・外壁） 

平成６(1994)年11月 大規模改造により校舎、寄宿舎に暖房設備を導入 

平成７(1995)年10月 大規模改造により寄宿舎の外装工事 

平成８(1996)年３月 特殊学級整備（一部教室のバリアフリー化） 

平成８(1996)年11月 大規模改造により体育館改修工事（床板張り替え） 

平成９(1997)年３月 生徒用トイレ改修（洋式便座を一部に取付け） 

平成10(1998)年３月 寄宿舎冠山寮閉鎖 

平成10(1998)年４月 スクールバス運行開始（日和・日貫方面） 

平成20(2000)年９月 公共下水道へ接続 

平成22(2010)年３月 電子黒板の導入開始 

平成24(2012)年８月 教室棟窓サッシ改修工事 

平成25(2013)年８月 管理棟窓サッシ改修工事 

平成26(2014)年８月 プール施設の取り壊し 

平成27(2015)年３月 寄宿舎冠山寮の取り壊し 

平成27(2015)年４月 寄宿舎跡に駐車場を整備 

平成28(2016)年10月 体育館改修（バスケットゴール・床） 

令和元(2019)年９月 空調設置（普通教室・音楽室等） 
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２．石見中学校の概要 

（１）所在地 

〒696－0102 島根県邑智郡邑南町中野2645 

（２）面積 

校地 建物敷地保有面積 13,032㎡  

 運動場用地面積 15,487㎡  

 総面積 28,519㎡  

校舎 鉄筋造延面積 3,217㎡ 管理棟２階建 教室棟３階建 

 鉄骨造面積（技術室棟) 314㎡ １階建 

屋内運動場(鉄筋造、音楽室を含む) 1,111㎡ １階建 

 

 

【校舎配置図】 

全景 

 

 



5 

（３）施設設備等 
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（４）劣化状況と耐震能力 

【老朽化状況】 

 石見中学校は建築後５４年経過し、この間、雨漏りによる天井材の破損や外

壁のひび割れ等の現象が発生しており、不良箇所等をまとめた学校施設カルテ

や特定建築物定期調査結果を参考とし目視による実態把握を行い、構造躯体以

外の劣化状況を把握し、屋根・屋上・外壁は目視状況により、内部仕上げ、電

気設備、機械設備は部位の全面的な改修年からの経過年数を参考にＡ．Ｂ．Ｃ．

Ｄの４段階で評価しています。 

 

■ 評価基準による評価【屋根・屋上・外壁】 
 

良好 

 

 

 

劣化 

評価 基  準 

Ａ おおむね良好 

Ｂ 部分的に劣化（安全・機能上、問題なし） 

Ｃ 広範囲に劣化（安全・機能上、不具合発生の兆し） 

Ｄ 早急に対応する必要がある（安全、機能上問題あ

り） 

（躯体の耐久性に影響を与えている） 

（設備が故障し施設運営に支障を与えている）等 

      経過年数による評価【内部仕上げ・電気設備・機械設備】 

 

良好 

 

 

劣化 

評価 基  準 

Ａ ２０年未満 

Ｂ ２０～４０年未満 

Ｃ ４０年以上 

Ｄ 経過年数に関わらず著しい事象がある場合 

健全度 総和（部位の評価点×部位のコスト配分）÷６０ 

 

■ 劣化状況評価 

建物名 
建築 

年度 
屋根・屋上 外壁 内部仕上 電気設備 機械設備 健全度 

(100点満点) 

教室棟 1965 Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ 34 

教室棟 1966 Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ 34 

管理教室棟 1966 Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｄ 25 

特別教室棟 1967 Ｄ Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ 18 

屋内運動場 1968 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ 40 

※平成30年度邑南町学校施設長寿命化計画より抜粋 

  



7 

【耐震化診断】 

 昭和５６年以前の建築基準法（旧基準）に基づき建設された建物について、

耐震性能の診断が必要なことから、平成２１年３月に、国が定めた診断基準で

の現況調査、構造計算及び専門家の工学的判断により耐震診断を実施、教室棟

及び管理教室棟、音楽室（体育館内）について基準を満たしています。なお、

特別教室棟については、国が定める耐震診断義務に該当しない施設であるため

調査外としていますが、建物の耐用年数の観点からも総合的判断が必要です。 

■ 施設の耐震化状況 

建物名 構造 階数 
延床 

面積 

建築 

年度 
耐震 診断年 Is値 

圧縮強度 

（N/㎜2） 

教室棟 ＲＣ 3 1,462 1965 旧基準 H21 0.67 21 

教室棟 ＲＣ 3 257 1966 旧基準 H21 0.67 21 

管理教室棟 ＲＣ 2 1,498 1966 旧基準 H21 0.67 21 

特別教室棟 Ｓ 1 314 1967 旧基準 ― ― ― 

屋内運動場 Ｓ 1 982 1968 旧基準 H21 1.57 ― 

音楽室 Ｓ 1 170 1968 旧基準 H21 1.57 ― 

* Is値：建物全体の耐力や粘りを表す構造耐震指標のことで、Is値0.6以上で耐震性能

を満たすとされていますが、文部科学省では学校はおおむね0.7を超えることとしていま

す。 

国土交通省 倒壊又は崩壊する危険性 文部科学省 倒壊又は崩壊する危険性 

Is値＜0.3 高い Is値＜0.3 高い 

0.3≦Is値＜0.6 ある 0.3≦Is値＜0.7 ある 

Is値≧0.6 低い Is値≧0.7 低い 

 

      

（５）生徒数等の推移 

 石見中学校の生徒数は、平成30年度で120人となっています。近年の少子化の

影響はありますが。概ね120人前後で推移しています。 

 

  



8 

第３章 今後の方向性 

１．生徒数の将来予測 

 石見中学校の生徒数は、今後10年間で100人あまりに減少する予測となっています

が、概ね120人前後で推移するとみられています。 

  クラス数については、１学年１学級ないし２学級、特別支援学級が考えられます。

なお島根県の基準「３５人学級」は、令和３年以降に「中１：35人学級」「中２、中

３：38人学級」へ見直す予定であり、対応していく必要があります。 

. 

※平成31年度以降の生徒数は、令和元年5月1日現在データによる推計であり、異動に

よる社会増減等は反映していません。 

. 
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２．必要事項の確認 

（１）校舎建設に必要な床面積等 

  校舎に必要な面積については、生徒数の将来予測を踏まえて計画します。なお、国

の補助に係る必要面積の算定は以下のとおりとなります。 

 

【根拠法令等】 

義務教育諸学校施設費国庫負担法 

義務教育諸学校施設費国庫負担法施行令 

公立学校施設費国庫負担金等に関する関係法令等の運用細目 

【必要面積とは・・・抜粋】 

 中学校の校舎又は屋内運動場にかかる場合は、当該学校の学級数に応ずる必

要面積をいい、これら以外の建物に係る場合は、当該学校の生徒１人当たりの

基準面積に当該学校の生徒の数を乗じて得た面積をいう。この場合、学級数に

応ずる必要面積は、当該学校所在地の積雪寒冷度、生徒の数、1学級の平均収

容数又は学科の種類に応じ、必要な補正を加えた後の面積をいうものとする。 

【多目的スペース】 

学習用多目的スペース（２～３学級以上の生徒が同時に利用できるようなスペース） 

ワークスペース（グループ学習・作品展示・アッセンブリホール(学年行事の

場)） 

その他多目的室（インフォーマルな語らいの場、ギャラリー、談話スペース等） 

石見中学校新校舎に係る必要面積（文科省：必要面積早見表より） 

学級数 ４ 特別支援学級 ２  

条件１ 中学校で多目的教室を置く学校 

条件２ 特別支援学級を置かない場合 

条件３ 温暖地 

令和元年５月１日時点の生徒数をもとに、標準（４０人学級）で算出した場合 

標準学級数 校 舎 面 積 

普通 特別 必要面積 
多目的スペース 

加算（10.5％） 
合計 

４ ２ 2,756 371 3,127 

（6） （2） 3,701 ←現行面積（体育館併設音楽室含む） 

（  ）は実学級数  公立学校施設実態調査より 
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３．周辺環境の状況 

 周辺の開発状況では、公立邑智病院の建替え構想及び、町道の改良計画があります。 

 特に町道改良計画では、現正門の出入口付近の道路が拡幅される予定です。 
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４．防災上の位置付け 

 邑南町指定緊急避難場所として位置付けられており、周辺住民の想定1,430人の避

難所となります。 

 邑南町地域防災計画では、学校用地の一部（給食センター側）が、警戒区域急傾斜

（通称：イエローゾーン）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面：邑南町ハザードマップより抜粋 

 

 

島根県 砂防課ホームページ（抜粋） 

●土砂災害警戒区域急傾斜（通称：イエローゾーン） 

この区域では、災害時の警戒避難体制の整備やハザードマップの作製などを行い、住民

の方々が安全に避難できるよう市町村と協力して取り組みを行うこととされています。 

石見中学校 石見中学校 
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第４章 学校改築にかかる方向性 

１．改築の必要性 

 現状では、雨漏りの発生、外壁や給排水・電気設備等施設全体で老朽化が進んでお

り、耐震能力を高めるためにも計画的な建て替えを行う必要があります。 

また、生徒数は今後とも100～125人程度と見込まれており、教育の充実を図る上で

も最新の学習指導要領に対応する設備投資や、人生100年時代に対応した新たな教育

指針にともなう充実が必要になります。 

 このような理由から、現在よりも安全な環境で、最新の教育が実施できる設備投資

を可能とするべく、新たな校舎を建設する必要があります。 

 

２．将来のチャンスと可能性を広げる教育方針 

（１）関連計画の方向性 

①「邑南町第２次総合振興計画」にみる教育の方向性（抜粋） 

 将来を担う子どもたちにおいては、郷土への誇りや愛着を持ち、将来、本町を

一緒に支えられる大人へと成長できるように、ふるさと教育や学習支援の充実を

図るとともに、「地域の子どもを地域全体で育てる」の考え方のもと、地域に根

差した教育環境を整備します。  

● 学校内外での学び合い学習を進めることや生きる力を育むことを前提に認め

合い、高め合い、磨き合う場づくりを提供することで、人間としての調和の

とれた児童・生徒を育て、この町の将来を担う人材としての人づくりを進め

ます。 

● また、保育所・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の連携を図るため

の体制づくりを進めるとともに、学び合い学習の授業づくり研修により教師

力の向上や、学級づくりを進めます。 

● 学校施設の老朽化に対応するため、計画的な改修、改築を図ります。 

● 児童・生徒を取り巻く環境の変化を考慮しつつ、すべての子どもたちの人権

が尊重される環境づくりを進めます。 

● 新学習指導要領の趣旨に基づいた教育活動の充実を図るとともに幅広く学

校、家庭、地域が一体となった教育活動を模索します。 

● 児童・生徒が教育や相談が受けられるための環境の充実や、学校司書、学習

支援員等の配置を継続して実施します。 

● 児童・生徒の安全対策として、子ども安全センターを中心に地域の防犯意識

の高揚や見守り活動を進めます。 

● 人権教育、食育、読書の普及、キャリア教育、外国語指導助手の配置、ＩＣ

Ｔ化への検証などを通じて学校教育の充実を図ります。 

● 地域に開かれた学校づくりにより、ふるさと教育の充実を図ります。 
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● スクールバスについては、安全な運行を基本に、児童生徒の状況に応じた計

画的な整備を行います。 

● 教職員住宅については、郡内出身の教員割合が少なくなることや学校規模の

状況も勘案し整備を進めます。 

● 学校給食については、運営の在り方の検証や安全でおいしい給食の供給のた

めの地産地消の推進や危機管理体制等の充実を図ります。 

  

（２）学校施設の目指すべき姿 

 学校施設の目指すべき姿は、教育行政の方針において示された教育方針を前提とし

つつ、今後の学校施設整備の取組において実現すべき目標像となります。 

① 安全性の確保 

 学校施設の役割として、災害発生時に避難場所として使用されることもあるた

め、施設自体の耐震性・安全性に加えて、避難場所として必要な機能・要素も備

えるべきか検討する必要があります。本計画のうち11校すべてが指定緊急避難場

所として防災計画に記載されていることからも、必要な対策を講じていく必要が

あります。なお、災害時の避難所として機能させる場合には、誰もが利用しやす

い環境となることが望まれます。よって日頃から地域に利用される施設づくりが

求められています。 

② 学習環境の改善 

 文部科学省の施設整備指針では、教育内容の変化に対応して、多様な学習内容・

形態やＩＣＴ化対応などの学習環境を確保し、将来の教育・社会の変化に対応で

きる柔軟な計画が必要であるとされています。また、児童・生徒の学習及び生活

の場として良好な学校生活環境を確保し、障がいのある児童・生徒への配慮や防

犯・防災性等の安全性、更には省エネ対応などの環境負荷低減や自然との共生等

を考慮した施設環境を形成することが必要とされているため、本町でも可能な範

囲で配慮した計画を検討し、学校環境の改善を進めていく必要があります。 

③ 地域施設としての学校 

 邑南町では町内12カ所にある公民館エリアを中心として地域と連携したまちづ

くりを進めていますが、学校施設においても地域ぐるみで多くの世代が使えるよ

う検討が必要です。 

 今後、町民と行政の十分な議論の場を設けながら、地域コミュニティ・地域施

設としての一翼を担うなど、学校施設のさまざまな利活用に向けた取組を推進し

ていくことが求められます。 

参考 平成30年度「邑南町学校施設長寿命化計画」  
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（３）学び、交流し、人間
ひ と

を育てる、教育方針 

文部科学省では、今後の教育について、「一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協

働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創

り手となることができるようにすることが求められる」とし、そのためには、「よりよ

い学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を学校と社会とが共有すること」、

そして各校がどのような教育活動を実施していくかを明確にしながら、社会との連携及

び協働によりその実現を図っていくという、社会に開かれた教育課程の実現が重要であ

ると示しています。 

 

 

文部科学省 新しい学習指導要領より 

 

 本町においても、少子高齢化、グローバル化が進む社会の中で、次代を担う人材の育

成は重要な柱と位置づけ、「地域学校」の取組、地域課題に取り組む「ふるさと学習」、

そして将来の生き方や仕事について考える「キャリア学習」を地域・学校とともに協働

で取り組むことができる、先進的な教育を実施するための受け皿として、改築する校舎

における機能性は、重要な教育ツールの一つとします。 
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第５章 改築基本構想 

１．基本理念 

「学び」・「交流」・「学びの空間」をとおし豊かな学力

と人格を育てる学び舎の創造 
 

～ 邑南町の教育方針を具現化できる学び場づくり ～ 

次代の邑南町を担う人を育てる教育に相応しい校舎づくりをめざす 

 

これからの教育（学び）にふさわしい器 

そして、器そのものが学びを誘発するようなつくり 

 

 次期学習指導要領では、よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという理念を

学校と社会とが共有すること。そしてその実現のためには、社会との連携・協働が必要

であること、そして教育の核となる学習のあり方については、「主体的・対話的で深い

学び」を創り出すことが求められている。 

 変化の激しいこれからの社会を生きていく子どもたちにつけておくべき力として、「自

分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、多

様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能

な社会を創り出す」こととしている。 

教育のあり方には、「不易と流行」があるが、本質は変わることはない。 

これからのことを考えた学校づくりが重要である。 

 

○ 生徒同士（異学年・異校種）が、生徒と教職員が、生徒と保護者・地域住民が交わ

り合い、学び合うことをとおし、人間力を高めることができる学びの空間を創造する。 

教室だけに留まらず、学校の空間そのものが学びを誘発する学校環境づくりをめざ

す。また、これからの教育改革や、社会の進展にも柔軟に対応する必要がある。 

 

○ 生徒や教職員にとって学校は、家と同じくらいの時間を過ごす場所であり、安全・

安心・安定はもちろんのこと、その場を居心地のよい場所にする。 

 

○  学校が保護者や地域の人にとっても身近で、多様性に配慮した優しく安全な拠り所

となるつくりとする。 
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２．基本的な方向性 

 

１．生徒・教職員・地域住民の安全、安心、安定に配慮した学校づくり 

 

 ～ここで暮らす全ての人の安全・安心・安定を確保する学校づくり～ 

 

 

 

２．学びを育て、多様な交流を創出する学校づくり 

 

 ～学び方・交わり方を変える建築／教科センター方式の採用～ 

 

 

 

３．だれにとっても居心地よくのびのび過ごせる学校づくり 

 

 ～ここに居続けたくなる学校づくり～ 

 

 

 

４．地域と協働する開かれた学校づくり 

 

 ～地域とともにある学校づくりの実現～ 

 

 

 

５．環境や風土に配慮した学校づくり 

 

 ～自然環境を生かし、環境を守る学校づくり～ 
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第６章 改築基本計画 

１．生徒・教職員・地域住民の安全・安心・安定に配

慮した学校づくり 

～ここで暮らす全ての人の安全・安心・安定を確保する学校づくり～ 

 

 生徒たちが一日の多くの時間を過ごす場所は、安全・安心・安定を満たすものでなけ

ればならない。また、生徒にとって優しく安全な建物は、教職員・保護者・地域住民に

とっても優しく安全なつくりとなる。 

 学校は災害等の避難場所にもなることから、様々な配慮が必要である。 

 

○ 地震、風水害等の災害に強い校舎の配置、構造 

○ 避難所としての運用も考慮し、管理や救護、被災時の食事の提供、停電時

の対策、衛生環境などを見据えた機能的な施設配置を検討 

○ 周辺の交通事情や自転車・バス通学の事も十分に考慮した安全な動線の確保 

○ 早期に不審者に気づき、対応できるつくりとシステム 

○ 生徒たちの心の安定を図り、安心して学校生活を楽しむことができる教室

や施設の配置 

○ 多様性に配慮し、生徒をはじめ誰にとっても安心して暮らせる校舎の整備 
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２．学びを育て、多様な交流を創出する学校づくり 

 ～学び方・交わり方を変える建築／教科センター方式の採用～ 

 学校生活の中でも一番多くの時間を費やすのが学習時間である。 

 これからを生きていく子どもたちには「主体的に課題を見つけ、様々な他者と

協働しながら、答えのない課題に粘り強く向かっていく」力が必要である。 

 このような力を育んでいくためには、これまでの「一斉」か「個」だけの学び

ではなく、多様な学びの形態や方法・交わりが必要であるとともに学びの空間そ

のものが子どもたちの学びを誘発するつくりであることが重要である。 

 また、多様な学び手がいることへの配慮が必要である。 

 

※「教科センター方式」とは、教科の「オープンスペース」を中心にその教科専用の教室が

配置され、これとは別に生徒の生活空間である「ホームベース」が配置された建築方式 

 

○ 対話や議論などグループ活動しやすい環境づくり 

○ 図書館をラーニングセンターとして学校づくりの中心にしたつくり 

○ 従来から特別教室を持つ教科だけでなく、専用の教室を持たなかった教科

についても、 それぞれに 特色ある 教育環境を整え、教科に対する興味や

関心を高めるとともに、学習や授業に対する意欲を育てるための工夫され

た教室や施設の整備（教科センター方式の採用） 

○ 学ぶことに興味や関心を持たせるために効果的な資料展示スペースと、教

材が充実した学びの場づくり 

○ 生徒たちの意欲を育て、自己表現ができる場所 

○ クラスや生徒会、部活動など、時季や天候にも制限されない、やりたいこ

とに熱中できる活動の場づくり 

○ 異学年での交流が図れる全校が集まれる場づくり 

○ 特別な支援が必要な生徒にとっても、 落ち着いて過ごすことのできる空間

整備 

○ ＩＣＴ環境 の充実による将来を見据えた専門性の高い学習環境の整備 

○ 今後の教育のあり方に、柔軟に対応できる学習空間の整備 
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３．だれにとっても居心地よく、のびのび過ごせる 

学校づくり 

 ～ここに居続けたくなる学校づくり～ 

 登校から始まる生徒の暮らしと学びすべての学校生活を見すえ、学校はもう一つの大

切な住居であるとの認識に立つとともに、多様な学び手に配慮した快適な空間づくりを

めざす。 

 また、生徒にとって教室は最も身近で大切な教育環境であることから、教職員にとっ

ても授業づくりや校務など効率的・有効的に進められる環境整備が求められる。 

 そして、学校で行われる様々な活動が効率よく効果的、また教育的にも考えられた教

室や場所の配置が必要である。 

 

○ 活動や発表、コミュニケーションのためのスペースも併設されている広く

圧迫感のないエントランスや廊下 

○ 清潔で、明るく、掃除のしやすい工夫と共に多様性にも配慮し、心落ち着

くトイレ 

○ 登校から始まる生徒のすべての学校生活を見すえた、快適な空間づくり 

○ 授業づくりや校務が効率的に進められる環境整備 

○ 快適な学習環境を保つため、状況に応じて調節できる空調設備 

○ 集中して学習できるよう、教室ごとの音響に配慮した空間づくり 

○ 日常の相談やクールダウンができる部屋 、個別相談に対応できる相談室 

○ 生徒たちが自主的に使用でき、自分たちの居場所と感じられるような 学習、

休憩用スペース 

○ 教職員同士の談話や休息、準備スペースの確保と共に、教材や学習用具な

どを整理できる棚や倉庫等の設置 

○ 集中とコミュニケーションが両立できるオフィス空間としての職員室 

○ 授業はもとより生活指導や行事等、移動や作業、生徒の見守りがしやすい

職員室 
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４．地域と協働する開かれた学校づくり 
～地域とともにある学校づくりの実現～ 

 これからを生きていく子どもたちの教育は、学校教育だけで完結するものではなく、

多様な人との関わりや活動を通した学びから身につくものであると考えられる。 

 地域について学ぶだけでなく、「地域から」「地域と」学ぶ視点が益々大切になって

くる。また、学校を地域のプラットホームとし、多様で多彩な地域の大人との出会いや

交流の拠点にする。学校を大人の学びの場としても活用することでの生徒たちへの教育

効果を大切にしたい。 

 

○ 保護者、地域住民等が「地域とともにある学校」づくりの活動などで連携、

協働することを支援するための拠点として、会議や作業、資料の保管等が

できるスペースの確保、また、教職員以外の地域の支援者が準備したり、

休息を取ったりできる場所の確保 

○ 地域の人も一緒に学んだり、学び直したりできるなどの生涯学習にも活用

でき、地域学習の拠点となりうるよう、生徒・教職員以外の利用者が立ち

入るエリアや出入りの管理ができる施設等の整備（人の出入りや立入り範

囲の管理、教室・職員室等のセキュリティ対策など） 

○ 学校と地域との交流を促進し、積極的な行事への参画や、学校活動への理

解を深めるため、学校内外の情報や活動等の接点となる設備（懸垂幕が可

能な場所、学外向け情報スペースなど） 

○ 生徒の安全に配慮しつつ、利用しやすい駐車スペースの確保 
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５．環境や風土に配慮した学校づくり 
～自然環境を生かし、環境を守る学校づくり～ 

 

 学校は、地域の拠点でもあることを考え、ﾀﾄ壁やデザインなど地域の風景に馴染むも

のが望ましい。 

 そして、高温多湿や降雪などの地域の気候や温暖化が進んで行くこれからを考えた建

築や環境整備が求められる。 

 また、修繕・修理が行いやすく、管理する上での配慮が必要である。 

 

○ 人口減少や集約化、効率化、一貫化などが望まれる時代にも、大きく使え

たり小さく仕切れたり、共用や転用など柔軟に対応できる施設配置 

○ 防火、防音、空調効率のほか、エコや通信など多角的な視点で教室配置を

行い、設備や資材、配管の検討を行うなど、未来につながる環境整備 

○ 将来にわたり長く使い続けられるよう、メンテナンスしやすく、全体とし

てエネルギー消費の少ない施設整備 

○ ふるさとの自然に溶け込む佇まいで、生徒が誇りをもち、地域住民の心の

拠りどころとなるような特色の検討（構造、建材、屋根、外観等） 

 

 

 

  



22 

第７章 改築に向けた業務の進行 

１．主な日程の予定 

 

■策定期間（平成３１年２月～令和２年２月） 

改築基本構想・基本計画策定 

 

■準備期間（１年程度） 

 耐力度調査等の現在校舎の調査 

 事務調整（役場内・島根県・文部科学省等）・・・・・・必要に応じ完成まで随時 

その他調整（地元・関係機関等） ・・・・・・・・・・必要に応じ完成まで随時     

 

■設計期間（１年程度） 

 基本設計、実施設計 

 

■建築期間（３年程度） 

 新校舎・体育館の建築 

 旧校舎からの引越し 

  既存の校舎・体育館の解体撤去工事 

校庭・外構・駐車場等工事 

 

■新校舎使用開始 

 準備から使用開始までの期間は、他の自治体等の事例をもとにおよそ５年を見込む 

 

 

２．工事期間中の生徒への配慮 

 改築工事期間中においては、保護者や地域、近隣校を含めた多くの人たちの協力を得

ながら学習や運動の場を確保するなど、生徒が可能な限り安定した学校生活を送れるよ

う、安全と学習環境に十分配慮します。 

 また、工事期間中だからこそ経験することのできる建設工程や役割分担、安全対策等

を学習する機会の提供について配慮します。 

 

  



23 

第８章 関係者などからの主なご意見 

１．児童・生徒からの意見 

 小学生の児童や、現在の石見中学校に通っている生徒に対し、アンケート調査やワー

クショップを行い、ご意見、アイディアを頂いたものです。 

（１）改善希望や新しい機能がほしい場所（主な意見） 

 小学生 中学生 

教室 ロッカーの数・大きさ、空調、教室

間の防音、バリアフリー、床暖房 

ロッカー、黒板（ホワイトボード）、

空調 

体育館 広い体育館、ジム、気候にあったも

の、照明を明るく 

広さ、空調、広いギャラリー、様々

な協議への対応、トレーニングジム 

トイレ 洋式トイレ、個室の数、自動水洗、

臭わない、滑らない、ＬＧＢＴの人

のため男女問わず使える 

各階にトイレ、自動洋式トイレ、臭

わないトイレ、障がい者用トイレ、

多目的トイレ 

図書館 広い図書館、本を増やす、静か、本

を読みやすく（照明・スペース） 

広い図書館、本を増やす 

階段・廊下 広い廊下、展示物が置けるように 広い廊下、階段の手すり（錆対策）、

明るい廊下 

衛生設備 手洗い場に消毒液 手洗い場 

その他の 

設備 

保健室のベッド数、エレベーターや

バリアフリー、更衣室、色々調べら

れるPCルーム 

エレベーターの設置、錆びない設

備、 

ちゃんとした更衣室、校庭の照明、 

売店（コンビニ）、Wi-Fi環境 

その他 屋上を使いたい、自習室、芝生、ワ

クワクする出入り口、校庭の木を増

やす 

 

屋上を使いたい、芝のあるベランダ 

自習スペース、ソファでくつろげる

場所、休憩ルーム、広い部室、ゴロゴ

ロできる場所、電話できる場所、銅

像等残して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    石見中学校生徒ワークショップの様子 
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（２）どんな学校であればいいと思いますか？（中学生調査） 

 

 

 

 

２．教職員からの意見 

 石見中学校の教職員に対し、新しい学校での将来の中学校教育の考え方等について、

ご意見、アイディアを頂いたものです。 

（１）授業のあり方や地域との連携・協働、部活動などについて 

将来の授業 

など 

家庭や個人でＩＣＴ機器を用いて、学習を進める環境がもっと整う

ことで、格差が生まれる可能性。 

新しい技術や考え方によって、授業（教育）はよりアクティブなも

のになる。 

一斉授業のような方法から、より個別的なものに 

個性をさらに伸ばすことができる教育と基礎・基本の定着の両輪 

地域協働など 少子化が進む中で、地域にどう関わっていくのか。 

生涯学習とクラブ活動の融合。 

地域との協働による部活動の指導。 

部活動など 部活動を社会教育へ移行。 

地域との協働による部活動の指導。 

少子化と指導員の働き方改革による部活動の縮小。 

 

  

67.2

70.7

47.4

70.7

58.6

52.6

24.1

39.7

24.1

5.2

7.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ゆったりとした、広い学校、温かな校舎

きれいな学校

明るい学校

快適な学校

楽しい学校

安心・安全な学校

だれでも利用できる学校

自然の多い学校

環境にやさしい学校

歴史や文化を感じる学校

その他

（％）
複数回答 回答者数116人
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（２）教科センター方式導入の検討について 

導入について 福井式のスタイルのほか、クラスが複数でも対応できるよう工夫が

必要。同志社中スタイルも参照してはどうか。 

県内の先駆けとして、導入する意味・価値はある。 

教員が教材の部屋で待つことで、個に応じた対応がしやすくなりそ

う。 

実施内容等 実現しなくても、各教委室に視聴覚的機器の設置を。 

生徒が必要なものを持って移動するほうが、生徒の気持ちの切り替

えや教員の負担軽減のためによい。 

教育移動が多くなるため、物の管理がしやすいロッカーが必要。 

教員の課題 職員室に教員が集まるほうが生徒の情報の共有がしやすい。 

職員室にみんなが戻ることで自然と情報交換の場となっており、そ

れが難しくなりそう。 

各教職員間での連携・協働に支障が出るのではという不安。 

教員間の連携やコミュニケーションが少し不安。 

（３）充実させたいものや新たに必要な教室や場所など 

空間 個別の指導室や相談室。放課後学習ができる自習室（机・イス）。 

防音の相談室。クールダウンできる部屋（個室）数の確保。 

教室 映写対応タイプの黒板。電子黒板。個人用ロッカーを大きく。全教

室の冷暖房設備。 

トイレ等 

（衛生設備） 

洋式トイレ、汚物が流せる設備、避難所対応のシャワールーム 

その他 図書館を生徒の教室の近くに設置してほしい。 

図書館とコンピュータ室を併設したメディアセンター、メディアルーム。 

１つの部屋になっている多目的ホール（小ホールor中ホール）。 

校内高速Wi-Fi環境。 

ランチルームを設置して、全校生徒、教員が一斉に給食を食べられる。 

（４）教育を行う上や勤務する上で新たに必要な教室や場所 

空間 ミーティングができる場（会議室より気軽に、職員室内）。 

保護者が生徒と面談ができる部屋。 

職員室の近くに学習スペース。 

教室 体育館に教員の部屋（教官室）。 

教育相談が実施できる部屋や個別指導ができる部屋。 

職員の環境 職員室内に印刷スペース。安心して休憩できる場所（職員室以外で）。 

教職員の休憩室。 

（５）その他 

教育について 小中の義務教育学校の検討。 

小規模校だからできる強みを生かす。 

校舎について 体育館、音楽室、技術室への連絡通路のような下履きと上履きの人

が交差しないような設計。 
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３．保護者・地域住民からの意見 

 石見中学校生徒の保護者、学区の地域住民に対し、新しい学校についてのご意見やア

イディアをおうかがいしました。 

（１）充実させたい場所、必要となる場所（主な意見） 

 保護者 地域住民 

教室 空調や明るさなど通年使いやすい。 

活用しやすい掲示板。 

使い勝手のよいロッカー 

各教室でＩＣＴ機器を活用する。 

グループ学習のできる空間。 

空調完備。机・椅子を最新のものに。 

文科省の教育要領の完全踏襲は必須。 

壁、床、内装、照明を明るく。 

少子化を見据えた教室づくり。 

体育館 部活動で使える屋内練習場。複数の部

が同時に活動できるような屋内練習場。 

バレーボールやバスケットボールの

大会ができる施設。 

トレーニング室の設置。 

町民も利用できるようにする。 

避難所として機能を考えた体育館。 

２階ギャラリーを広くし、階段だけ

でなく車椅子での上り下りも可能。 

観戦するフロアの確保。 

空調完備 

トイレ 綺麗で清潔感のあるトイレ。 

車椅子用トイレなどの設置。 

大人も使える洋式トイレ。 

一部和式も残す。 

ＬＧＢＴの子にも配慮した環境 

身障者にも利用しやすいトイレ。 

水洗、洋式にする。 

避難場所としても誰もが利用でき

る。 

清潔。手洗い場の充実。 

現在の社会にマッチした設備。 

図書館 ゆっくり本が読めたり学習できるスペー

ス。 

生徒がよく通る場所に設置してほし

い。 

中学生向け以外の本も設置する。 

 

階段・廊下 広さ・材質・傾斜角等安全に配慮。  

衛生設備 感染症予防のための手洗い場。  

その他の 

設備 

自由に勉強できるスペース。 

各特別教室の充実。 

防寒設備の充実した更衣室。 

全館空調。 

ホッとできる場所（フリースペー

ス）。 

リラックスできる場所（ゆとりの部

屋）。 

先生と生徒が安心して話せる部屋。 

松葉づえや車いすでも移動しやすい

環境（エレベーター、スロープ）。 

校庭に木陰や東屋。 

外灯等の灯りの設置。 

使いやすいパソコン室の充実。 

他校と交流できるコンピュータ室。 

全校が集まれる空間。 

教室とは違うコミュニケーションの

場。 

全員が集えるランチルーム。 

全館空調完備。 

生徒が憩い集える場所。 

明るくプライバシーを重視する更衣室。 

駐輪場の整備。 

WI-Fi環境の充実。 

地域の方と交流や、自由に出入りで

きる部屋。 
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ＬＧＢＴの子にも配慮した更衣室 

 保護者 地域住民 

その他 水道の凍結防止。 

普通に使える安全性に配慮。 

全体に気持ちのいい環境に。 

生徒が植物の栽培や観察ができる。 

等。 

まず、先生が元気で余裕があるこ

と。 

車椅子移動など、学習がしやすいよ

うに（ユニバーサルデザイン）。 

校舎全体を考えた植樹をしてほし

い（①清掃や剪定が安易にできるこ

と、②教育環境に適した樹木の選

定）。 

耐震や火災等に対する設備の充実。 

シャワー室や、防災用品ストック、

太陽光発電など、避難所環境を考

慮。 

校内敷地内で、乗降できるバス停。 

 

 

４．地域住民ワークショップからの意見 

 石見中学校の改築に関心のある町民に集まっていただき、それぞれ５つの基本的な方

向性ごとに自由なご意見をいただきました。 

 

（１）ワークショップの概要 

 実施日時：令和２年２月２日 １３時より 

 実施場所：矢上公民館 

 参加者数：約６０人（地域住民他） 

 

 

（２）実施テーマ 

 ５つのテーマにつき２テーブルを設定し、１０テーブルに分かれて自由な議論

を行いました。 

 また順次席替えを行い、すべてのテーマについてご意見をいただく機会を設け

ました。 
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͖
Δ
教
室
͹

様
子
͗
わ
͖
Ζ
配
置

 

外
͖
Δ
見
え
Ζ

 

広
い
駐
車
場

 

ώ
η
停
͹
ϫ
ー
ν
Ϩ

ー
化

 

車
寄
ͦ

 

校
舎
内
΃
͹
進
入
経

路
Ν
限
定
͢
ͪ
学
校

 

ώ
η
͹
ϫ
ー
ν
Ϩ
ー

Ν
敷
地
内
Ͷ
？

 

放
課
後
待
ͬ

 

ώ
η
・
車
͗
安
全
Ͷ
出

入
Ε
Ͳ
͘
Ζ

 

正
面
入
口
͹
傾
斜
Ν

緩
͚
ͤ
Ζ

 

学
校
付
近
͹
歩
道
作

成
 

外
灯
͹
設
置

 

外
͖
Δ
中
ɼ校
舎
内
͗

Γ
͚
見
え
Ζ
ɼ様
子
͹

わ
͖
Ζ
学
校

 

外
͖
Δ
΍
見
え
Ζ

 

ʤ
侵
入
者
ɼ
い
ͣ
Ό

等
ʥ

 

高
校
連
携
ʤ
産
技
ʥ

 

η
΢
ー
ς

 

自
販
機

 

広
場

 

学
校
Ω
ϓ
Υ

 

地
域
ʤ
運
営
ʥ

 

夜
ͺ
̙
̘
Ｒ

 

地
域
ͳ
͹
共
有
η
Ϙ

ー
η

 

同
ͣ
学
習
͗
Ͳ
͘
Ζ

環
境

 

英
語
活
動
͹
協
働

 

地
域
ͳ
協
働

 

安
心
͢
ͱ
続
͜
Δ
Η

Ζ
地
域
ͳ
ͳ
΍
Ͷ
あ

Ζ
学
校
Ͱ
͚
Ε

 
安
定
͢
ͱ
い
Ζ
状
況

Ν
ͯ
͚
Ζ

 

地
域
Ͱ
͚
Ε
͹
研
修

͹
場

 

職
員
室
入
口
ͺ
自
動

Ͷ
ͤ
Ζ

 

ʤ
生
徒
͗
入
Ε
Ώ
ͤ

い
ʥ

 

̙
Ｇ
̤
͹
流
Η
Ζ
学

校
ʤ
Ϩ
ϧ
ρ
έ
η
ʥ

 

畑
 

生
産
活
動

 

全
員
͗
一
緒
Ͷ
給
食

Ͳ
͘
Ζ
食
堂
Ν

 

全
員
͗
見
Δ
Η
Ζ

 

色
→
Ώ
わ
Δ
͖
い

 

形
→
丸
Ί

 

屋
根
ͺ
瓦
ʤ
赤
ʥ

 

冷
暖
房
Ͷ
配
慮
͢
ͪ

校
舎

 

ε
ρ
έ
ύ
Τ
η
対
策

 

木
々

 

小
川

 

視
覚
刺
激
͹
少
͵
い

教
室
・
学
校

 

落
ͬ
着
い
ͪ
色
合
い

͹
教
室
・
校
舎

 

自
由
͵
Ϫ
΢
Π
Τ
φ

ʤ
自
由
Ͷ
ʥ

 

安
定

 

ε
ン
ϕ
ϩ
͵
校
舎

 

校
舎
ͺ
平
屋
建
ͱ
Ͳ

良
い
͹
Ͳ
ͺ

 

多
様
͵
性
Ͷ
対
応
͢

ͪ
学
校

 

人
目
͗
気
Ͷ
͵
Ζ
子

ʹ
΍
͹
΃
配
慮

 

床
ͺ
木

 

空
調

 

教
室
ɼ
廊
下
ɼ
ͤ
΄
ͱ

Ͷ
 

木
͹
温
΍
Ε
͗
感
ͣ

Δ
Η
Ζ

 

教
職
員
ͳ
͹
関
係
性

 
多
様
性
ʤ
玄
関
΍
ʥ

 
木
͹
素
晴
Δ
͢
͠
！

 

配
慮
し
た
学
校
Ͱ
く
Ε
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≕
．
学
び
を
育
↕
、
多
様
↙
交
流
を
創
出
す
↺
学
校
↔
く
↹

 

 

                 

モ
ノ

 
ͯ
な
が
Ζ

 

空
間

 

Ψ
ー
ϕ
ン
η
Ϙ
ー
η

 

↓
 

ϧ
ン
ο
ϩ
ー
Ϟ

 

学
年
交
流
ɼ外
部
͹
人
ͳ

 

学
;
͗
育
ͬ
ɼ交
わ
Ε
͗

活
発
Ͷ
͵
Ζ

 

ʰ
η
コ
Π
Ϛ
ー
χ
͹ɦ
Γ

う
͵
掲
示
板
͗
あ
Ζ
ͳ

い
い
͹
Ͳ
ͺ
͵
い
͖

 

雨
ʤ
雪
ʥ
͹
日
͹
安
全

Ν
考
慮

 

自
販
機
͹
設
置

 

ϗ
ン
ο
Ͳ
͹
対
話

 

ʤ
広
場
ʥ

 

学
校
Ω
ϓ
Υ

 

情
報
Ϛ
ー
χ

 

Ϗ
ー
τ
ー
ε
ϥ
ン

 

φ
΢
Ϫ
Ν
洋
式
Ͷ

 

→
ʤ
学
習
ʥ

 

地
域
͹
人
΍
ͳ
΍
Ͷ

学
΄
Ζ

 

ϝ
ー
τ
Ρ
ン
ή
τ
ー

ϔ
ϩ

 

Ｉ
̚
Ｔ
環
境
͹
充
実

 

ʤ
̣
̘
̥
ʥ

 

W
i-

F
i電
波
͗
届
͚
校

内
Ͷ

 

生
徒
͹
自
主
的
͵
話
͢

合
い
͗
常
時
開
͜
Ζ
部

屋
Ώ
Ω
ϓ
Υ
τ
Ϩ
Π
͗

あ
Ζ
ͳ
い
い
Ͷ
Ͳ
ͺ
͵

い
͖

 

ϗ
ン
ο

 

入
Ε
Ώ
ͤ
い
職
員
室

 

入
口
Ν
自
動
χ
Π
化

 

ͤ
΄
ͱ
ϙ
ワ
΢
φ
Ϛ

ー
χ

 

小
ϙ
ワ
΢
φ
Ϛ
ー
χ

 

ϗ
ン
ο
＆
τ
ー
ϔ
ϩ

 

ν
ϔ
Ϫ
ρ
φ

 

̧
̚
Ν
利
用
͢
学
΄

Ζ
ʤ
各
教
室
ʥ

 

地
域
交
流
͹
η
Ϙ
ー

η
 

石
見
地
域
͹
伝
統
的
͵

΍
͹
ͯ
͚
Ε
Ή
ͪ
ͺ
神

楽
等
ɼ地
域
͹
人
ͪ
ͬ
ͳ

学
΁
ɽ
竹
細
工
͵
ʹ

 

実
技
教
科
ʤ
音
楽
ɼ
技

術
家
庭
͵
ʹ
ʥͲ
地
域

͹
方
͹
γ
ϛ
ー
φ
Ν

受
͜
Ζ

 

教
科
ι
ン
ν
ー
方
式
Ͷ

ͯ
い
ͱ
小
学
校
Ώ
高
校

ͺ
ʹ
う
͵
Ζ
͖
？
一
貫

͢
ͪ
教
育
ͳ
͵
Ζ
͖
ɼ͵

ͣ
Ό
Ζ
͖

 

授
業
͹
開
放

 

海
外
交
流

 

国
際
交
流

 

έ
ϧ
ϔ
活
動
͵
ʹ
Ͳ

地
域
͹
方
Ν
十
分
Ͷ

活
用
ͤ
Ζ

 

部
活
Ͷ
一
般
͹
人
΍

参
加
ͤ
Ζ
Γ
う
Ͷ

 

ʤ
趣
味
͹
交
流
ʥ

 

い
Θ
い
Θ
͵
職
業
͹

方
ʤ
地
元
ʥ
Ν
招
い
ͱ

͹
学
習

 

ʤ
Ϋ
ϡ
Ϩ
Π
教
育
ʥ

 

教
員
ͳ
生
徒

 

↓
 

教
科
交
流
̚
ͺ
͕
΍

͢
Θ
い

 

地
域
͹
人
͗
使
え
Ζ

設
備
ʤ
体
育
館
ʥ

 

Ψ
ー
ϕ
ン
͵
η
Ϙ
ー

η
 

η
Ϙ
ー
η
Ν
限
Δ
ͥ

ʹ
͞
Ͳ
何
Ͳ
΍
Ͳ
͘

Ζ
Ϝ
ϩ
ο
Ϗ
ー
Ϗ
η

 

地
域
͹
人
΍
集
え
Ζ

η
Ϙ
ー
η
ʤ
公
民
館

的
ʥ
͗
あ
Ζ
ͳ
Γ
い

 

中
高
一
貫
校
的
͵
΍

͹
 

生
徒
͹
Ϫ
ϗ
ϩ
Ͷ
合

ͮ
ͪ
授
業

 

ή
ϩ
ー
ϕ
Ν
ͯ
͚
Ε

Ώ
ͤ
い
装
置

 

Ψ
ー
ϕ
ン
＝
交
流
͖

΍
͢
Η
͵
い
͗
ɼ͵
Ξ

ͫ
͖
落
ͬ
着
͖
͵
い

 

学
校
ͳ
地
域
ɼ
世
界

 

↓
 

Ｉ
̚
Ｔ
機
器
͹
充
実

 

ʤ
い
Θ
い
Θ
͵
所
Ͳ
ʥ 

生
徒
͹
動
͘
͗
見
え

Ώ
ͤ
͚

 

隠
Η
Ώ
ͤ
い

 

生
徒
ͳ
生
徒

 
↓

 
図
書
館
ʤ
ϟ
υ
Ρ
Π

̚
ʥ
Ν
交
流
͹
場
Ͷ

ʤ
学
年
Ν
越
え
ͱ
ʥ

 

掲
示
η
Ϙ
ー
η
Ν
多

͚
 

教
員
ͳ
教
員

 
↓

 
職
員
室
͹
位
置
ͳ
協

議
η
Ϙ
ー
η
ɼ休
憩
室

͹
工
夫

 

世
界
ͳ
ͯ
͵
͗
ͮ
ͱ

い
Ζ
ɼ世
界
͹
動
͘
Ν

感
ͣ
Δ
Η
Ζ
Γ
う
͵

場
所

 

先
生
͹
休
息
͹
場

 
ώ
Ϩ
Π
ϓ
Ϩ
ー

 

教
科
ι
ン
ν
ー
͹
あ

Ε
方

 

ͤ
΄
ͱ
Ͷ
適
用
ͺ

 

現
在
̐
έ
ϧ
η
ͥ
ͯ

あ
Ζ
͗
ɼ教
科
教
室
ͺ

̐
ͯ
Ͳ
͘
Ζ
？

 

扉
͹
͵
い
教
室

 

創
造
ͳ
交
流
͹
場
ͳ

͢
ͱ
͹
多
目
的
η
Ϙ

ー
η

 

校
舎
内
Ϥ
ω
ώ
ー
γ

ϩ
υ
δ
΢
ン
͹
考
え

Ͷ
基
Ͱ
͚
͞
ͳ

 

地
域
͹
人
͗
自
由
Ͷ

使
え
Ζ
多
目
的
ϙ
ー

ϩʤ
生
徒
΍
出
入
Ε
自

由
ʥ

 

仕
切
Ε
͹
͵
い
教
室

 

ʤ
可
動
式
ʥ

 

ʤ
収
納
ʥ

 

体
育
館
ͳ
ͯ
͵
͗
ͮ

ͪ
校
舎

 

部
活
動
͹
再
検
討

 

需
要
͗
高
い
΍
͹

 

ͨ
Η
Ͷ
係
Ζ
施
設

 

既
存
部
活
動
以
外
͹

活
動
Ν
学
΄
Ζ
η
Ϙ

ー
ηʤ
地
域
͹
Ϛ
ϧ
ン

τ
Ρ
Π
Ͷ
Γ
Ζ
ʥ

 

ϕ
Ϫ
κ
ン
ϩ
ー
Ϟ

 

芝
生
͹
広
場
Ν
作
Ε
ɼ

交
流
Ν
深
Ό
Ζ

 

図
書
館
ͺ
̏
階
Ͷ

 

教
科
ι
ン
ν
ー
◎

 

一
人
Ͳ
集
中
͢
ͱ
使

え
Ζ
図
書
Φ
Ϩ
Π

 

交
流
広
場

 

学
校
Ͷ
入
Ζ
道
Ν
広

͚
取
Ζ

 

放
課
後
Ͷ
復
習
͗
Ͳ

͘
Ζ
Γ
う
͵
動
画
ϩ

ー
Ϟ

 

保
健
室
ͺ
校
庭
͖
Δ

΍
入
Η
Ζ
Γ
う
Ͷ

 

体
育
館
͹
拡
張

 

ʤ
全
天
候
型
ʥ
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Წ
．
学
び
を
育
Ư
、
多
様
Ƴ
交
流
を
創
出
す
ǔ
学
校
Ʈ
く
Ǔ
 

 

 
 

                  

交
流
ͺ
学
校
側
͖
Δ

地
域
΃
発
信
͠
ͦ
Ζ

΄
͘
Ͳ
ͺ
͵
い
Ͳ
͢

Β
う
͖

 

地
域
͹
人
͗
い
Δ
Η

Ζ
交
流
η
Ϙ
ー
η

 

外
部
講
師
ͳ
͹
関
わ

Ε
͗
η
Ϟ
ー
θ
Ͷ
Ͳ

͘
Ζ
空
間
Ͱ
͚
Ε

 

い
ͯ
Ͳ
΍
授
業
参
観

 
地
域
͹
人
ͳ
͹
交
流

 
伝
統
行
事
Ν
通
͢
ͱ

全
学
年
Ͳ
交
流
ͤ
Ζ

 

音
͗
気
Ͷ
͵
Ζ
͞
͹

ͪ
Ό
授
業
ͺ
Ψ
ー
ϕ

ン
η
Ϙ
ー
η
Ͳ
͵
い

空
間
͗
い
い

 

給
食
時
間
͹
共
有

 

校
舎
全
体

 

Ψ
ー
ϕ
ン
Ͷ
͢
ͪ
学

校
Ͱ
͚
Ε

 

地
域
͹
皆
様
ͳ
͹
交

流
学
習
会

 

教
科
ι
ン
ν
ー
方
式

Ͷ
ͺ
賛
成
ͤ
Ζ
͗
ɼ

 

Ψ
ー
ϕ
ン
Ͳ
ͺ
気
͗

散
Ζ

 

石
見
中
͹
Ί
Ͳ
͵
͚

町
内
全
域
͖
Δ
通
学

Ͳ
͘
Ζ
方
法
Ν
考
え

Ζ
η
έ
ー
ϩ
ώ
η
͹

便
利
性
͗
必
要

 

地
域
ͳ
͹
関
わ
Εʤ
校
舎

͹
出
入
Ε
ʥ
文
化
͹
伝

統
ɼͨ
͹
他
͹
授
業
等
Ͳ

必
要
͵
時
Ή
ͪ
ͺ
緊
急

時
対
応
Ͷ
限
ͮ
ͪ
Ά
う

͗
良
い

 

関
連
ͤ
Ζ
設
備
Ν
最

低
限
設
͜
ͱ
͕
͚

 

資
質
͹
向
上
Ν
図
Ζ

ͪ
Ό
積
極
的
Ͷ
取
Ε

入
Η
ͪ
Ά
う
͗
良
い

 

地
元
ͳ
͹
交
流
Ν
大

事
Ͷ

 

ι
ン
ν
ー
方
式
Ν
ͳ

Ε
ͯ
ͯ
個
性
Ν
大
事

Ͷ
！

 

大
・
小
͹
空
間
Ν

 

各
教
科
Ͳ
自
由
͵
教

室
͗
選
΄
Ζ

 
自
分
͹
進
度
ɼ理
解
度

Ͷ
合
わ
ͦ
ͱ
選
΄
Ζ

 
ʤ
全
学
年
ʥ

 

ϟ
υ
Ρ
Π
ϩ
ー
Ϟ
͹

一
環
ͳ
͢
ͱ
͹
図
書

館
ͳ
Ϗ
λ
コ
ン
ϩ
ー

Ϟ
・
学
習
ϩ
ー
Ϟ
͗
連

動
͢
ͪ
空
間
Ͱ
͚
Ε

 

Ｉ
̚
Ｔ
環
境
Ν
充
実

͢
ͱ
誰
΍
͗
対
応
Ͳ

͘
Ζ
Γ
う
Ͷ

 

充
実
͢
ͪ
図
書
館

 
各
教
科
͹
資
料

 
学
習
ι
ン
ν
ー

 
ͫ
͜
Ͳ
ͺ
͵
い
͹
Ͳ

ͤ
͗

 

Ｉ
̚
Ｔ
環
境
対
応

 

ʤ
̧
̚
ϩ
ー
Ϟ
ʥ

 

全
生
徒
Ͷ
ͱ
Ϗ
λ
コ

ン
Ͳ
学
΄
Ζ
Γ
う
Ͷ

 

学
校
Ν
越
え
ͪ
部
活

 

外
部
→
ϕ
ϫ
ή
ϧ
ϝ

ン
ή
部

 

↓
別

 
↘
別

 
↘
別

 

校
地
全
体
Ν
学
;
͹

ϓ
Ρ
ー
ϩ
χ
ͳ
考
え

ͪ
ͯ
͚
Ε
ɼ
環
境
ɼ

 

W
i-

F
i
Φ
Ϩ
Π

 

教
科
͟
ͳ
Ͷ
ͨ
͹
教

科
Δ
͢
い
空
間
Ͱ
͚

Ε
 

他
͹
学
校
ͳ
͹
交
流

 

多
様
性
͗
学
΄
Ζ

 

福
祉
交
流
Ν
΍
ͮ

ͳ
！

 

個
別
学
習
͹
Ͳ
͘
Ζ

場
 

福
井
͹
学
校

 

η
τ
Ϋ
！

 

和
室

 

έ
ϧ
ϔ
Ν
地
域
͹
人

͗
指
導

 

茶
華
道

 

教
科
͟
ͳ
Ͷ
学
習
Ͳ
͘

Ζ
ι
ン
ν
ー
方
式
͹
η

Ϙ
ー
η
Ͷ
合
わ
ͦ
ͱ

 

個
々
͗
復
習
・
自
習
Ͳ
͘

Ζ
η
Ϙ
ー
η
΍

 

 

国
際
感
覚
Ν
育
ͱ
Ζ

濃
い
他
国
ͳ
͹
交
流

 

全
行
͗
集
え
Ζ
ϙ
ー

ϩ
 

人
目
͗
気
Ͷ
͵
Ζ
生

徒
Ͷ
配
慮

 

音
Ͷ
過
敏
͵
生
徒
΃

配
慮
͢
ͪ
学
校

 

開
放
感
͗
味
わ
え
Ζ

屋
上

 

学
校
間
留
学

 
視
覚
刺
激
͹
少
͵
い

学
校

 

教
科
͹
特
性
Ͷ
応
ͣ

ͪ
個
室
͹
設
置

 

έ
ー
ϩ
ξ
Τ
ン
Ͳ
͘

Ζ
場

 

大
会
͗
開
催
Ͳ
͘
Ζ

施
設
͗
何
͖
Ͳ
͘
͵

い
͖

 

学
習
者
͗
安
心
͢
ͱ

過
͟
ͦ
Ζ
η
Ϙ
ー
η

΍
ʤ
休
憩
ɼ
自
習
ʥ

 

吹
͘
抜
͜
×

 

寒
い
！

 

音
͗
響
͚
！

 

騒
音
Ν
気
Ͷ
͢
͵
い

空
間
ʤ
半
地
下
ʥ

 

学
校
Ͷ
Ψ
ε
ϡ
Ϫ
ͺ

必
要
͵
い
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≖
．
↏
↻
↚
と
っ
↕
も
居
心
地
よ
く
、
の
び
の
び
過
ご
せ
↺
学
校
↔
く
↹

 

 

 
 

                

木
造

 

教
室
ɼ
廊
下

 

広
い

 

木
造
Ͳ
͵
͚
ͱ
΍
Γ

い
͹
Ͳ
内
装
Ͷ
木
Ν

΀
Ξ
ͫ
Ξ
Ͷ

 

校
舎
内
ͺ
Ͳ
͘
Ζ
ͫ

͜
薄
着
Ͳ
一
日
い
Δ

Η
Ζ
Γ
う
Ͷ

 地
熱
Ν
利
用
͢
ͪ
Φ

Π
コ
ン
設
置

 

η
ϫ
ー
ϕ

 

職
員
͹
玄
関
ͳ
子
ʹ

΍
͹
玄
関
Ν
一
緒
Ͷ

 

φ
΢
Ϫ
掃
除
͗
͢
Ώ

ͤ
い

 

 洋
式

 

全
校
舎
Ψ
ー
ϕ
ン
Ͳ

学
΄
Ζ
環
境

 

冷
暖
房
ɼ
採
光
ɼ
ώ
Ϩ

Π
ϓ
Ϩ
ー
͵
ʹ
͹
Ά

͖
ɼ各
自
͹
目
Ώ
耳
Ͳ

΍
安
Δ
͝
Ζ
環
境
Ν

整
え
Ζ

 

交
流
Ͳ
͘
Ζ
η
Ϙ
ー

η
 

Γ
͚
見
え
Ζ
場
所
Ͷ

職
員
室
Ν

 

ϓ
Ϩ
ー
η
Ϙ
ー
η

 

水
飲
Ί
場

 

Ψ
ー
ϕ
ン
ͻ
͖
Ε
Ͳ

͵
ʤ͚
何
ͫ
͖
落
ͬ
着

͖
͵
い
ʥ個
別
͹
部
屋

΍
 

個
別
͹
対
応
͗
͢
Ώ

ͤ
い
η
Ϙ
ー
η
設
置

 

ʤ
生
徒
指
導
面
ɼ学
習

面
ʥ

 

男
子
͹
φ
΢
Ϫ

 

電
磁
波
等
Ｉ

C
Ｔ
͹
人

体
΃
͹
Ϝ
΢
ψ
η
影

響
΍
同
時
Ͷ
考
慮
Ν

ʤ
５
Ｇ
ʥ

 

木
造

 

温
͖
い
校
舎

 学
校
Ͷ
入
Ε
Ώ
ͤ
い

ͯ
͚
Ε

 

校
門
Ͷ
行
事
͹

 

案
内
板

 

ι
Ϋ
ϣ
Ϩ
τ
Ρ
対
策

 
避
難
所
ͳ
͢
ͱ
͹

 

役
割

 

広
々
ͳ
͢
ͪ
空
間

 
ε
Υ
ϩ
ν
ー
的
͵

 

役
割

 

一
人
一
人
͗
安
心
Ͳ

͘
Ζ
居
場
所
͹
確
保

 

生
徒
→
各
教
室

 

地
域
͹
方
→
η
Ϙ
ー
η

 

τ
Ρ
ー
ϩ
ー
Ϟ
͹
あ

Ζ
校
舎

 

誰
ͳ
Ͳ
΍
気
楽
Ͷ
会

話
͗
Ͳ
͘
Ζ
雰
囲
気

作
Ε

 

職
員
室
͗
入
Ε
Ώ
ͤ

い
 

明
Ζ
͠
ɼ
η
Ϙ
ー
η

 

職
員
Ͷ
ͳ
ͮ
ͱ
居
心

地
͗
い
い
場
所

 

間
仕
切
Ε
等
可
変
性

 

持
ͬ
物
͗
整
理
͢
Ώ

ͤ
͚
気
持
ͬ
良
͠
͗

保
ͱ
Ζ
ͯ
͚
Ε
Ν

 

2
0
年
ɼ

3
0
年
先
Ν
見

ͯ
Ό
ͱ
ɽ生
徒
͹
荷
物

ͺ
多
い
͜
Η
ʹ
Ｉ

C
Ｔ

化
Ͳ
少
͵
͚
͵
Ζ
？

 

͚
ͯ
Θ
͙
͹
ͪ
Ό
͹

η
Ϙ
ー
η
΍
あ
Ζ
ɼΑ

ͮ
ͪ
Ε
͢
ͪ
図
書
館

 

έ
ϧ
η
͗
約

2
0
名
位

 

大
͘
͵
広
間
Ͳ
勉
強

Ͳ
͘
Ζ
Ψ
ー
ϕ
ン
η

Ϙ
ー
η
Ͳ
図
書
館
΍

一
体
化

 

広
い
̘
γ
΢
θ
Ͷ
合

わ
ͦ
ͪ
机

 

図
書
館
Ͷ
λ
ϓ
Ο
Ν

設
置

 

清
潔

 

清
掃
͢
Ώ
ͤ
い

 

芝
生
͵
ʹ
校
庭
緑
化

 

植
栽

 

無
機
質
͵
壁
Ͳ
ɼυ
δ

΢
ン
͹
あ
Ζ
絵
͹
壁

 

φ
΢
Ϫ
͹
数
͗
十
分

あ
Ζ

 

 洋
式

 

行
͘
Ώ
ͤ
い
φ
΢
Ϫ

 

 洋
式

 

過
敏
͵
子
ɼ心
͹
ί
Π

͗
必
要
͵
子
͹
η
Ϙ

ー
η

 

ʤ
心
͹
保
健
室
ʥ

 

保
健
室
͹
η
Ϙ
ー
η

Ν
広
͚
ͳ
Ζ

 

図
書
室

 

一
般
͹
人
͗
行
͚
͞

ͳ
͹
Ͳ
͘
Ζ
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Ჭ
．
Ʃ
Ǖ
ƴ
と
っ
Ư
も
居
心
地
よ
く
、
の
び
の
び
過
ご
せ
ǔ
学
校
Ʈ
く
Ǔ
 

 

                   

停
留
所
͹
確
保

 

交
通

 

 

教
科
͟
ͳ
Ͷ
教
材
͗

残
ͦ
Ζ

 

職
員
͹
負
担
軽
減

 

高
機
能
・
高
負
荷
ͺ

N
G

 

校
内

 

 

校
外

 

外
 

生
徒

 

 

明
Ζ
い

 

邑
南
町
内
Ͷ
地
域
Ͳ

ͺ
子
ʹ
΍
Ͷ
ͳ
ͮ
ͱ

 

石
見
Ͳ
良
い
͖

 

風
通
͢
͹
良
い
建
物

Ν
作
Ζ

 

風
͗
通
Ζ

 

屋
上
͹
使
用

 

 緑
化

 

危
険
͵
͚
屋
上
΃

 

行
ͮ
ͱ
Α
ͮ
͚
Ε

 

Ͳ
͘
Ζ

 

平
屋

 

石
見
瓦

 

顔
Ν
会
わ
ͦ
Ζ
回
数

増
 

木
Ͱ
͚
Ε

 

木
造
͹
ͯ
͚
Ε
͹
場

所
 

生
徒
数
Ͷ
見
合
ͮ
ͪ

大
͘
͠

 

̐
階
建
ͱ

 

音
Ώ
光
Ͷ
過
敏
͵
子

ʹ
΍
Ͷ
配
慮

 

体
育
館
Ν
広
͚

 

Φ
Π
コ
ン

 

清
潔
͵
ͪ
͚
͠
Ξ
͹

φ
΢
Ϫ

 

洋
式
͹
Ί

 

͘
Η
い
Ͷ
ͤ
Ζ

 

͕
͢
Ύ
Η

 

意
識
Ͱ
͜

 

φ
΢
Ϫ
͗
使
い
Ώ
ͤ

い
ʤ
男
女
ʥ

 

ζ
Υ
ン
ξ
ー
ϓ
Ϩ
ー

Ͷ
留
意
ͤ
Ζ

 

車
寄
ͦ

 

地
盤

 

土
手

 

校
舎
͹
η
Ϙ
ー
η
確

保
 

休
日
͹
通
学

 

交
通
対
策

 

井
原
ɼ矢
上
͹
遠
い
所

͹
生
徒
΍
η
έ
ー
ϩ

ώ
η
̦
̢
Ͷ
ͤ
Ζ

 

暑
͠
・
寒
͠
対
策

 

花
壇

 

校
舎
内
Ν
畳
敷
Ͷ
Ͳ

͘
͵
い
͖

 

学
校
ͳ
地
域
ͳ
͹
一

体
感
͹
醸
成
΃
向
͜

ͱ
知
恵
Ν
出
͢
合
う

 

ϧ
ン
ο
ϩ
ー
Ϟ

 

中
学
生
͹
机
ͳ
椅
子

 

保
健
室
ͺ
外
͖
Δ
直

接
入
Ε
Ώ
ͤ
い
場
所

Ͷ
あ
Ζ
ͳ
い
い

 

学
習
Ͷ
集
中
Ͳ
͘
Ζ

教
室

 

多
様
͵
性
Ͷ
対
応

 

人
目
͗
気
Ͷ
͵
Ζ
子

ʹ
΍
Ͷ
配
慮

 

視
覚
͹
刺
激
͹
少
͵

い
学
校

 

Π
Ϫ
ϩ
ά
ー
Ͷ
配
慮

ʤ
ε
ρ
έ
ύ
Τ
η
ʥ

 

庭
 

集
え
Ζ
場
所

 

芝
η
Ϙ
ー
η

 

昼
休
Ί

 

冬
Ͷ
温
͖
͚

 

夏
Ͷ
涼
͢
い

 

遊
;
͹
あ
Ζ
空
間

 

芝
生

 

広
場

 

ϗ
ン
ο
ʤ
丸
太
Ͳ
΍

可
ʥ

 

λ
ϓ
Ο
͗
あ
Ε
ɼ͹
Ξ

;
Ε
Ͳ
͘
Ζ
空
間
͗

あ
Ζ
ͳ
良
いʤ
図
書
館

ͳ
ͺ
別
Ͳ
ʥ

 個
別
͹
学
修
͗
可
能

͵
場

 

四
季
Ν
感
ͣ
Ζ
樹
木
ɼ

植
物
͗
あ
Ζ

 

時
間
外
Ν
安
心
͢
ͱ

過
͟
ͦ
Ζ
ώ
η
ɼ車
町

η
Ϙ
ー
ηʤ
ϕ
ϧ
δ
Ͳ

͵
͚
ʥ

 

町
内
ʹ
͞
Ͳ
΍
同
ͣ
学

校
Ͳ
学
Ξ
Ͳ
い
Ζ
Γ
う

͵
雰
囲
気
Ͱ
͚
Ε
Ν
考

え
Ζ
ɽ相
互
交
流
Ν
深
Ό

Ζ
͞
ͳ
͗
大
事

 

道
路
際
ɼ校
舎
前
Ͷ
障

害
物
ͳ
͵
Ζ
物
ɼ木
͗

͵
い
校
舎

 

開
͖
Η
ͪ
学
校

 

校
舎
͹
周
Ε
Ͳ
休
憩

Ͳ
͘
Ζ
Γ
う
͵
η
Ϙ

ー
η
ʤ
ϗ
ン
ο
ɼ
緑
ʥ 

緑
͹
多
い
空
間

 

売
店

 

今
流
行
͹h
学
;
Ω
ϓ

Υ
ʱ͗
̐
～
̑
͖
所
作

Η
Ζ
ͳ
面
白
い
学
校

Ͷ
͵
Ζ
͹
Ͳ
ͺ

 

木
々

 

木
陰

 

地
域
͹
方
͗
常
Ͷ
来

Δ
Η
Ζ
場
所

 

ʤ
地
域
包
括
ʥ

 

地
域
͹
人
͗
使
う

 

交
流
広
場

 

ʤ
授
業
Ͳ
使
わ
͵
い
ʥ 

地
域
住
民
ͳ
͹
交
流

活
動
Ν
考
え
Ζ

 
Π
΢
υ
Π
Ν
練
ͮ
ͱ

実
現
Ͳ
͘
Ζ
΍
͹
Ν

模
索
ͤ
Ζ

 

地
域
͹
人
͗
入
Ε
Ώ

ͤ
い
場
所

 

自
販
機
Ν
置
い
ͱ
皆

Ͳ
話
ͦ
Ζ
場
所
ɼ友
達

同
士
Ͳ

 

ͬ
Β
ͮ
ͳ
͢
ͪ
隠
Η

場
所

 

ʤ
ͤ
͛
見
ͯ
͖
Ζ
ʥ

 

έ
ー
ϩ
ξ
Τ
ン
Ͳ
͘

Ζ
場

 

Ί
Ξ
͵
Ͳ
集
Ή
Η
Ζ

場
所
ͳ

 

一
人
Ͷ
͵
Η
Ζ
場
所

 

部
活
͗
Ͳ
͘
Ώ
ͤ
い

個
別
͹
教
室
͗
Ά
͢

い
 

地
域
͹
人

 

Ω
ϓ
Υ
τ
Ϩ
Π
ʤ
夜

B
a
rʥ
交
流

 ώ
Ϩ
Π
ϓ
Ϩ
ー
化

 

ώ
Ϩ
Π
ϓ
Ϩ
ー

 

段
差
͹
少
͵
い
広
い

廊
下

 

͖
わ
い
い
制
服

 

放
課
後
͹
勉
強
施
設
ɼ

個
室
等

 

図
書
室
Ν

 

図
書
館
͹
充
実

 
学
習
͹
場
ͫ
͜
Ͳ
͵

͚
憩
い
͹
場
Ͷ

 
好
͘
͵
本
Ν
読
Ξ
Ͳ

Α
ͮ
͚
Ε
Ͳ
͘
Ζ

 

調
΄

 

―
学
習
―

 

可
動
式
͹
壁

 

個
性
͹
活
͖
ͦ
Ζ
空

間
 

部
活
外
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≗
．
地
域
と
協
働
す
↺
開
か
↻
↎
学
校
↔
く
↹

 

 

                 

災
害
時
ɼ避
難
所
ͳ
͢

ͱ
͹
役
割
Ν
十
分
果

ͪ
ͦ
Ζ

 

避
難
場
所
ͳ
͢
ͱ
͹

施
設

 

災
害
時
Ͷ
避
難
所
ͳ

͢
ͱ
΍
機
能
ͤ
Ζ
学

校
施
設
͹
完
備

 

災
害
時
Ͷ
使
用
Ͳ
͘

Ζ
校
舎
造
Ε

 

見
え
Ζ
学
校

 

木
Ͳ
囲
Ή
͵
い

 

̏
週
間
滞
在

 

ε
ϡ
ワ
ー
ϩ
ー
Ϟ

 

学
校
΢
ϗ
ン
φ
͗
Ͳ

͘
Ζ
Γ
う
Ͷ

 

ʤ
一
般
͹
人
含
΋
ʥ

 

地
域
͹
人
͗
使
用
͢

Ώ
ͤ
い
環
境
作
Ε

 

地
域
͹
方
΍
気
軽
Ͷ

入
ͮ
ͱ
過
͟
ͦ
Ζ
η

Ϙ
ー
η
確
保
ʤ
例
：
図

書
室
ɼΨ
ー
ϕ
ン
η
Ϙ

ー
η
ʥ

 

校
舎
内
Ͷ
͚
ͯ
Θ
͝

Ζ
広
場
͗
Ά
͢
い
！

 

ʤ
教
室
外
ʥ

 

Ϊ
ϧ
η
張
Ε

 

壁
 

ʤ
防
犯
ʥ

 

生
徒
ͳ
一
緒
Ͷ
清
掃

活
動
Ν

 

ʤ
美
化
運
動
ʥ

 

ʤ
Ϛ
ϧ
ン
τ
Ρ
Π
ʥ

 

屋
外
Ͷ
ϒ
ϫ
τ
Ρ

 

ʤ
Ψ
ー
ϕ
ン
η
Ϙ
ー

η
ʥ

 

一
般
͹
地
域
͹
人
͗

入
Η
Ζ
図
書
室
͗
あ

Η
ͻ
良
い
͗

 

開
͖
Η
ͪ
図
書
館

 

ʤ
地
域
͹
人
΍
一
緒

Ͷ
使
え
Ζ
ʥ

 

鍵
͹
受
͜
渡
͢

 

ʤ
職
員
室
Ͷ
入
Δ
͵

͚
ͱ
΍
ʥ

 

地
域
͹
方
΍
使
え
Ζ

ϓ
Ϩ
ー
η
Ϙ
ー
η

 

吹
奏
楽
ʤ
音
楽
ʥ

 

地
域
͹
人
΍
部
活
Ͷ
参

加
Ͳ
͘
Ζ

 

休
Ξ
Ͳ
い
Ζ
楽
器
Ν
Ϩ

ー
η
Ͳ
͘
Ζ
ʤ
有
料
ʥ

 

敷
地
内
Ͷ
地
域
͹
人

΍
使
え
Ζ
部
分
Ν
ͯ

͚
Ζʤ
図
書
館
ɼ木
工
ɼ

音
楽
室
ʥ

 

自
動
ϫ
ρ
έ
ɼψ
ン
ώ

ー
式

 

↓
 

鍵
不
要

 

一
般
͹
人
͗
入
Ε
Ώ

ͤ
い
学
校

 

ʤ
門
～
ʥ

 

公
開
授
業
Ͷ
入
Ε
Ώ

ͤ
い

 

運
動
会
͹
一
般
開
放

 

文
化
会
͹
一
般
開
放

 

開
͖
Η
ͪ
学
校

 

学
校
行
事
Ώ
活
動
Ν

知
Δ
ͦ
Ζ

 

表
示
板
ɼ
案
内
板

 

社
会
η
ϛ
ー
ς
利
用
Ͷ

対
応
Ͳ
͘
Ζ
設
備ʤ
体
育

館
ɼ
ε
ϡ
ワ
ー
ϩ
ー
Ϟ
ɼ

ώ
Ϩ
Π
ϓ
Ϩ
ー
φ
΢
Ϫ
ɼ

安
全
管
理
ɼ
Φ
Π
コ
ン
ʥ 

一
緒
Ͷ

 

音
楽

 

個
展

 

美
術

 

地
域
͹
商
店
͹
協
力

Ͳ
͹
販
売
Ώ
͕
茶
η

Ϙ
ー
η

 

鏡
付
͘
͹
小
体
育
館

 

φ
Ϫ
ー
ω
ン
ή
ϩ
ー

Ϟ
ɼ
ζ
Ϟ
ɼ
ξ
ン
η

 

教
室
͗
Ψ
ー
ϕ
ン
ͺ

う
Ζ
͠
い
͹
Ͳ
ͺ
͵

い
͖

 

学
校
Ω
ϓ
Υ

 

↓
 

学
校

B
a
r 

地
域
学
級
η
Ϙ
ー
η

 

Ω
ϩ
ο
ϡ
ー
η
έ
ー

ϩ
 

矢
高
広
場

 

住
民
ͳ
生
徒
͗
交
わ

Ζ
場
ͳ
͢
ͱ
͹
多
目

的
η
Ϙ
ー
ηʤ
郷
土
芸

能
͵
ʹ
ʥ

 

Ϗ
λ
コ
ン
΍
使
え
Ζ

ʤ
子
ʹ
΍
Ͷ
教
え
ͱ

΍
Δ
え
Ζ
ʥ

 
交
流
広
場

 

ϓ
Ϩ
ー

(無
料

) 

ϝ
ー
τ
Ρ
ン
ή
η
Ϙ

ー
η

 

学
校
全
体
͹
ι
Ϋ
ϣ

Ϩ
τ
Ρ

 

校
庭
΍
含
΋

 

小ʤ
η
ϛ
小
ʥ-
中ʤ
部
活
ʥ

-高
͗
連
携
͢
ͱ
練
習
Ͳ

͘
Ζ
体
育
館
ʤ
指
導
者

΍
ʥ⇔
来
ͱ
΍
Δ
ͮ
ͪ
Ε

出
向
い
ͪ
Ε

 

緊
急
時
͹
利
用

 

一
般
͹
人
͗
入
Ε
Ώ
ͤ
い

 
地
域
͹
人
ͳ
関
わ
Ζ
場
所

 

ι
Ϋ
ϣ
Ϩ
τ
Ρ

 

地
域
͹
人
͗
使
う
͞
ͳ
͗
Ͳ
͘
Ζ

 

給
食
Ͳ
使
う
食
材
Ν
地

域
͹
農
家
͠
Ξ
Ͷ
校
内

Ͳ
作
ͮ
ͱ
΍
Δ
う

 

部
活
Ͷ
地
域
͹
人
͗

入
Η
Ζ
Γ
う
Ͷ

 

ʤ
指
導
含
΋
ʥ

 

各
分
野
͹
ϕ
ϫ
ʤ
芸

術
ɼ
η
ϛ
ー
ς
等
ʥ

 

外
部
講
師
͹
協
力

 

外
部
͹
人
͗
活
動
・
休

憩
Ͳ
͘
Ζ
η
Ϙ
ー
η
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Ხ
．
地
域
と
協
働
す
ǔ
開
か
Ǖ
ƨ
学
校
Ʈ
く
Ǔ
 

 

                    

あ
い
͠
ͯ
Ͳ
͘
Ζ
学

校
 

学
校
ͳ
地
域
コ
ϝ
ϣ

ω
ί
ー
ε
ϥ
ン
͗
少

͵
͚
͵
ͮ
ͪ

 

登
下
校
͹
あ
い
͠
ͯ

Ν
続
͜
ͱ
い
͞
う

 

校
庭
ʤ
草
刈
Ε
等
ʥ

 

地
域
͹
人
΍
一
緒

Ͷ
！
管
理

 

作
業

 

先
生
ͳ
地
域
ͳ
͹
コ

ϝ
ϣ
ω
ί
ー
ε
ϥ
ン

͗
薄
Η
ͱ
͘
ͪ
ͳ
思

う
ɽ
運
動
会
͵
ʹ

 

地
域
͹
方
ͳ
生
徒
͗

一
緒
Ͷ
環
境
美
化
͗

Ͳ
͘
Ζ

 

樹
木
ͺ
要
Δ
͵
い

 

危
͵
い

 

管
理
΍
大
変

 

給
食

 

↓
 

何
͖
͕
金
払
ͮ
ͱ
食

΄
Δ
Η
Ζ
΢
ϗ
ン
φ

 

食
堂
Ͳ
Ί
Ξ
͵
Ͳ
何

͖
Ͳ
͘
Ζ
Γ
う
Ͷ

 

外
部
͖
Δ
人
͗
入
Ε

Ͷ
͚
い

 

狭
い

 

車
Ͳ
出
入
Ε
͢
Ώ
ͤ

い
校
舎
Ͷ

 

通
信
機
器
Ν
活
用
͢

ͪ
他
学
校
ͳ
͹
ͯ
͵

͗
Ε

 

地
元
͹
仕
事
͗
΍
ͮ

ͳ
学
習
ϟ
ω
ϣ
ー
Ͷ

 

ʤ
紹
介
͵
ʹ
ʥ

 

給
食
͹
野
菜
Ν
地
域
住

民
͠
Ξ
ͳ
協
働
Ͳ
作
Ζ
ɽ

給
食
ι
ン
ν
ー
΃
寄
付
ɼ

家
庭
科
Ͳ
利
用

 

郷
土
芸
能
Ν
行
え
Ζ

η
Ϙ
ー
η
ɼ定
期
的
Ͷ

公
演
ɼ中
学
生
͹
参
加

Ν
促
ͤ

 

伝
統
芸
能

 
伝
統
行
事
Ν
学
΄
Ζ

η
Ϙ
ー
η

 

地
域
͹
行
事
Ͷ
参
加

͢
ɼ地
域
͹
文
化
͹
伝

承
ʤ
行
事
ʥ

 

έ
ϧ
ϔ

 

地
域
͹
方
͗
指
導

 

和
室

 

茶
華
道

 

έ
ϧ
ϔ
活
動
Ͷ
地
域

住
民
͗
入
Η
Ζ
Γ
う

Ͷ
 

地
域
交
流
͹
Ͳ
͘
Ζ

場
所

 

体
育
館
ͺ
ͧ
ͽ
大
͘

͚
人
͗
集
Ή
Ζ
建
物

Ͷ
 

地
域
Ν
活
性
化
ͤ
Ζ

͞
ͳ
Ν
考
え
Ζ
生
徒

Ν
育
ͱ
Ζ

 

運
動
後
͹
ͪ
Ό
Ͷ
ε

ϡ
ワ
ー
͗
あ
ͮ
ͪ
Δ

生
徒
΍
喜
΁
͹
Ͳ
ͺ

 

図
書
ϩ
ー
Ϟ

 

Α
ͮ
ͪ
Ε
勉
強
΍
Ͳ

͘
Ζ

 

災
害
時
Ͷ
備
え
ɼ車
Ͳ

出
入
Ε
͢
Ώ
ͤ
い
広

い
体
育
館

 

風
水
害
͗
発
生
͢
ͪ

時
͹
避
難
場
所
ͳ
͢

ͪ
η
Ϙ
ー
η

 

地
域
͹
考
え
Ζ
子
育

ͱ
ͳ
学
校
͹
方
針
ͳ

͹
Ϩ
ン
έ

 

地
域
͹
人
ͳ
交
わ
Η

Ζ
場

 

地
域
交
流
Ν
担
当
ͤ

Ζ
コ
ー
υ
Ρ
ϋ
ー
ν

ー
配
置
ɼ部
屋
͹
設
置

 

安
心
安
全
͹
見
地
͖

Δ
ͺ
誰
Ͳ
΍
入
ͮ
ͱ

来
Ζ
͹
ͺ
困
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第９章 資料編 

１．石見中学校校舎改築検討委員会の設置要綱 

○石見中学校校舎改築検討委員会設置要綱 

平成31年2月21日 

教育委員会告示第4号 

(設置) 

第1条 石見中学校校舎の改築整備にあたり、より良い校舎整備を検討し、その円滑な

推進を図るため、石見中学校校舎改築検討委員会(以下「委員会」という。)を設置す

る。 

(所掌事項) 

第2条 委員会は、基本構想の策定に関し、次に掲げる事項について協議及び検討を行

い、その結果を教育委員会に報告するものとする。 

(1) 石見中学校建設に向けた学校の基本的な運営に関すること。 

(2) 石見中学校建設に向けた施設の規模、機能、内容等に関すること。 

(3) 前2号に掲げるもののほか、基本構想に関し必要な事項 

(委員) 

第3条 委員会は、15名以内の委員をもって組織し、次に掲げる者のうちから教育委員

会が委嘱する。ただし、欠員が生じた場合は、後任者を補充する。 

(1) 邑南町議会の代表者 

(2) 石見地域の代表者 

(3) 石見地域学校教職員の代表者 

(4) 石見中学校PTAの代表者 

(5) 石見地域小学校PTAの代表者 

(6) 学識経験者 

(7) その他教育長が必要と認める者 

(委員長・副委員長) 

第4条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

2 委員長及び副委員長は、委員の互選によって選出する。 

3 委員長は会議を主宰する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

(会議の招集) 

第5条 委員会の招集は、必要に応じ委員長が行う。 

(費用弁償) 

第6条 この委員会に要する費用は、邑南町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例(平成16年邑南町条例第43号)の規定を準用して支給する。 

(事務局) 

第7条 委員会の事務局を教育委員会学校教育課内に置く。 

2 事務局の中に必要に応じてアドバイザーを置くことができる。 

(委任) 

第8条 この告示に定めるものの他、必要な事項は教育委員会が定める。 

附 則 

この告示は、平成31年2月21日から施行し、平成32年3月31日をもってその効力を失う。 
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２．石見中学校校舎改築検討委員会名簿 

（敬称：略） 

石見中学校校舎改築検討委員会委員名簿  

番号 名   前 所   属 備  考 

1 辰田 直久       邑南町議会   

2 中村 昌史       邑南町議会   

3 山﨑 昌雄       中野地区自治会長会 （中野地区自治会長会代表） 

4 山下 政俊       有識者・学校教育 元島根大学教授 

5 湯淺 孝史     有識者・建築関係 地域みらい課（定住促進課） 

6 日高 禎治       有識者・行政関係 元邑南町職員 

7 鳥居 清枝       公募委員   

8 伊達 一樹       公募委員   

9 樽田 真治       石見中学校長   

10 松川 成治       石見地域小学校長 矢上小学校長 

11 志波 英樹（古居 晃）     矢上高等学校長   

12 森口 英司 石見中学校 PTA ＰＴＡ会長 

13 小林 礼治       石見地域小学校 PTA 矢上小学校 

    

石見中学校校舎改築検討委員会アドバイザー  

1 小林 圭介 矢上高校魅力化コーディネーター ファシリテーター 

2 上田 修 行政：建設課   

3 大賀 定（植田 弘和） 行政：農林振興課   

※名前・備考欄の（   ）内は、平成31年2月現在 
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３．計画策定の経緯 

日 付 項 目 内 容 

平成31年2月25日 第１回検討委員会 

役員選出 

改築に至った経緯 

現状と課題 

令和元年5月14日 第２回検討委員会 

位置について 

教育制度について 

スケジュール案等 

令和元年９月～ 

令和元年12月 

小・中学生アンケート調査 

中学生ワークショップ 

保護者・地域住民アンケート調査 

 

令和元年11月27日 第３回検討委員会 
計画の全体像の検討 

小中学校アンケート結果 

令和元年12月15日 教職員アンケート調査  

令和元年12月19日 第４回検討委員会 
教科センター方式の説明 

ワークショップの方法 

令和2年1月21日 第５回検討委員会 
基本理念・基本的な方向

性の検討 

令和2年2月2日 地域住民ワークショップ  

令和2年2月18日 第６回検討委員会 
基本構想・基本計画（案）

の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 地域住民ワークショップの様子 
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① 石見中学校生徒対象アンケート（令和元年９月１０日～２０日実施） 

 
資料-１ 



①石見中学校生徒対象アンケート 

資料-２ 



①石見中学校生徒対象アンケート 

資料-３ 



②児童対象アンケート（令和元年１０月１０日～２５日実施） 

資料-４ 



②児童対象アンケート 

資料-５ 



③石見中学校生徒対象ワークショップ（令和元年１１月６日～１１月１３日実施） 

資料-６ 



④石見中学校教委職員アンケート（令和元年１２月１５日実施） 

資料-７ 



⑤保護者アンケート（令和元年１２月１６日～令和２年１月１５日実施） 

資料-８ 



⑥地域アンケート（令和元年１２月１７日～令和２年１月３１日実施） 

資料-９ 


